イラク戦争後の文化遺産の現状とその対応―ユネスコによる専門家派遣から― by 松本 健

















　“Open Declaration on Cultural Heritage at Risk in Iraq”

























Mounir Bouchenaki , UNESCO.
Neil MacGraiber, Director, The British Museum, London.
Roberto Parapetti, Director, Italian-Iraqi Center for the Restoration of Mounuments, Baghdad.
Ken Matstumoto, Director, Kokushikan Archaeological Expedition to Kish, Institute for Cultural Studies of
Ancient Iraq, Kokushikan University, Tokyo.
MacGuire Gibson, President, American Association for Research in Baghdad, The Oriental Institute of the Univer-
sity of Chicago.
John Rassel, Massachusetts College of Art.
　2003年５月12日に成田を出てパリで待機，米軍との連絡が安全確保のため必要となり予定がなかなか決まらず，
ようやく15日にパリを出てロンドン経由でアンマンへ向かう。

































































































1．IM45434: Sunmerian white marble mask of female deity, life-size, 21.5 cm
2．IM77823: Bassetki Statue, with Akkadeian inscription,copper, 25.5 ¥ 70 cm, weight150kg.
3．IM56642: Ivory plaque of lion killing a Nubian, Assyrian from Ninrud, 1 ¥ 10.5 cm base, 9.8 cm high.
4．IM513: Bronze bull in bas-relief, Sumerian period, 46 ¥ 91 cm.
5．IM5: Grey diorite statue of Entemena, 15 ¥ 76 cm, weighs 150 kg.
6．IM unknown: Copper head of Goddess of Victory, from Hatra, almost life-size.
7．IM58086, Gray stone head of female deity, from Hatra, almost life-size, 7 ¥ 39 ¥ 70 cm.
8．IM73005: White marble head of Poseidon, from Hatra, life-size.
9．IM73004: White marble head of Apollo, from Hatra, life-size.
10．IM73041: White marble head of Eros-Cherub, from Hatra,
11～19．IM24730, 14168: 9 sand-colored cuneiform bricks. Each piece slightly different, but roughly
10 ¥ 30 ¥ 30 cm.  Full view and close-up.
20～21．IM10253A, 2Gray Islamic tombstones, 10 ¥ 23 ¥ 35 cm.
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22．IMA677: Islamic wooden left door, right recovered, 40 ¥ 213 cm.
23．IM8221: Sumerian Plate inlaid with shell, 13.5 ¥ 27 cm.
24．IM78205: Sumerian “Domino” Plate inlaid with shell, 7 ¥ 14 ¥ 28 cm.
25．IM118622: Upper part of Sumerian sand-colored, stone statue of male priest, almost life-size, 15.2 ¥ 38 cm.
26．IM unknown: Marble money box, from Hatra,61cm dia, 45 cm high, Similar, but with straight sides and may be
without the lid.
27．IM unknown: 3Islamic period stucco ornaments from single exhibit, from Kufa, Photo similar to acutual piece,
7.6 ¥ 12.7 cm.
28．IM118622: Assyrian bronze model ceremonial chariot, 1 meter square with four side and axle.
29．IM unknown, Chair back white ivory relief, from Nimrud, Assyrian period.  1 ¥ 50 ¥ 91 cm.
30．IM84075: Black Babylonian boundary stone with inscription, 175 ¥ 37 cm.
＜展示室＞から40点盗まれ，ワルカの大杯（紀元前3200年頃）白石灰岩製も６月11日に戻され，計10点返還された。























Bet el Hikma を視察するが，ここも略奪，そして火がかけられて破壊されていた。それに隣接するアッバシード
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 1．Dr. Shigeo Aoki（Environmental Scientist, Tokyo National Research Institute of Cultural Property）（Japan）．
 2．Dr. J-M.Arnoult（Director,Bibliotheques Nationales de France）（France）．
［Historique Buildings］
 1．Arch. Usam Ghaidan（Architect, UNESCO Focal Point for Culture）（Holland/Iraq）．
Group B
［Archeological sites］
 1．Prof. I. Thuesen（Archaeologist, Director, Carsten Niebuhr Institute for Near Eastern Studies）（Denmark）．
 2．Dr. M. Van Ess（Archaeologist, Director, Mission to Uruk, German Archaeological Institute）（Germany）．
 3．Prof. Roberta Venco（Archaeologist, Department of Anthropological, Historical and Archaeological Sciences,
University of Turin）（Italy）．
 4．Prof. Ken Matsumoto（Kokushikan University, Archaeological Expedition to Kish）（Japan）．












































































































































1．The head of princess Sami from Hatra, no IM
number.
2． 30 copper fragments in different sizes from
Ballawat gate, 11053 IM.
3．Three tabletts made of burnt brick with cuneiform
inscriptions, 110550IM, 110501IM, 110502IM.
図16　モースル博物館から略奪されそうになったハトラの浮
彫
4．A square tablet made of burnt bricks with six lines of cuneiform inscriptions, 110540IM.
などである。
　モースルを離れてハトラへ向かう。
　ハトラ（Hatra）：世界遺産に登録されたローマ・パルティア時代の隊商都市遺跡である。イワンのアーチの飾り
部分の浮き彫り像を２ケ所盗まれたらしい。今は米軍が遺跡を警護している。この遺跡もサッダム政権下バビロン
と並んで復元が大々的に行われた。復元のための石にはサッダムの印が刻印されている。
アッシュール（Ashur）：最後の訪問地であるアッシュールはサッダム政権下でダム建設が進められ，水没の危機
にあった。それがこのユネスコ調査の後，調査結果をもとに緊急の世界遺産に登録される。戦争後の被害はないよ
うであるが，今後の盗掘の危険性も十分に考えられることから，警備員の置くことが緊急に求められる。
　こうしてバグダッドに到着し，第２次ユネスコ派遣のイラク文化遺産の被害調査を終了する。７月５日にアンマ
ンへ到着する。
図17　世界遺産に登録されている隊商都市ハトラ 図18　ダム建設による水没の危機から救れたアッシュール
（新たに世界遺産に登録）
９．第３回ユネスコ・イラク文化財保護国際会議
　この２回のユネスコ派遣のイラク文化遺産の調査の結果を受けて，2003年８月１日東京にて文化庁・ユネスコ・
日本ユネスコ国内委員会主催の第３回ユネスコ・イラク文化財保護国際会議が開催された。その結果専門家は以下
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の勧告をユネスコに行った。
――――――――――――
イラク博物館に関する勧告
（1）イラク博物館職員及びユネスコ専門家が，イラクへの派遣調査の際に表明したとおり，研究室の修復がイラク
博物館にとって緊急必要事項の一つであることを考慮し，イラク博物館職員が適正な執務環境の中で適切な機
材により，最も危険な状態にある美術品の即時保存を確保する作業を再開することの緊急性を考慮し，ユネス
コに対し，イラク博物館の研究室を修復するため，即時に設備，資材及び技術に関する支援がなされることを
確保するよう勧告する。
（2）侵入の場合には迅速に阻止できるように，可能であれば最寄りの警察署又は消防署と接続した，警備システム
を付設することの重要性を強調し，ユネスコに対し，イラク博物館に，建物と収蔵品を警備する警備システム
を直ちに供給するよう勧告する。
（3）最近のイラク博物館の略奪の際に発生した収蔵品への被害，及び，材質の適応性を考慮して収蔵品のための適
切な保存環境を整えることの緊急必要性を想起し，ユネスコに対し，収蔵品のための適切な保存条件及び緊急
修復を要する収蔵品を含む，イラク博物館のための保存計画を策定するよう勧告する。
（4）イラクの職員からの，イラク博物館の象牙製美術品における緊急修復の確保の要請を考慮し，最も危険な状態
にある象牙製美術品が，即時に修復されるよう勧告する。
（5）イラク博物館職員に，収蔵品の取扱いのため，保存技術の分野における最新の専門技術を維持させる必要性に
留意し，ユネスコに対し，ユネスコの名の下に，保存のための長期研修計画を策定するよう勧告する。
―――――――――――――――――――
歴史的建造物及び考古学遺跡に関する勧告
（1）イラクの考古学遺跡及び歴史的建造物に被害を及ぼした不法発掘を避難した，第１回ユネスコ専門家会合
（2003年４月17日，パリ）において発表された勧告を想起し，歴史的建造物，文化施設，考古学遺跡における
警備及び巡回を強化するよう勧告する。
（2）確立した国際基準に従って，最も危険にさらされている建造物及び遺跡の記録を開始することの緊急性と，こ
の状況に対処するというユネスコの責任を考慮し，ユネスコに対し，歴史的建造物及び考古学遺跡の記録に関
する，国際的に同意された最小限の基準を科学的に共同体の支援を得て設定するよう勧告する。
――――――――――――――――
イラク文化遺産の全般に関する勧告
（1）イラク文化遺産施設及び遺跡における被害の評価と，優先事項の確認に関するユネスコの役割を想起し，ユネ
スコに対し，イラクの文化担当局及び施設における必要性や優先事項を確認するために，イラクの職員との密
接な協議に基づき，質問票を準備・配布することによって，とりわけ，イラクの地方及び国の文化施設の機能
向上といった人材能力開発を促進するよう勧告する。
（2）紛争終結後の状態での，文化遺産復興に向けた国際的取組の調整におけるユネスコの経験に基づき，イラク新
政府及びユネスコの名の下に，国際調整委員会が設置される必要性を認識し，ユネスコ事務局長に対し，イラ
ク新政府とユネスコの名の下に，「イラク文化遺産保護国際科学委員会」をできるだけ速やかに設置するとい
う提案を，当機関の執行委員会に提出するよう勧告する。当委員会は，国際協力が最高の国際水準で実行され
ることを確保するために，イラク当局とともに国の文化遺産復興への取組を支援する様々な継続的活動を検討
する会合を，定期的に開くものとする。
（3）国際博物館会議（ICOM）倫理規定，及び，「略奪されたイラクの古美術品に関するシンポジウム」（1994，バ
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グダッド）の際の勧告に基づき，特に美術品市場への流出といった，イラク文化財の不法取引を阻止するため
の適切な方策を考慮する必要性に留意し，ユネスコに対し，国際博物館会議の倫理規定を模範とし，遺跡及び
記念物を含むイラク文化遺産に関与する専門家に対する，科学的共同体によって承認された「倫理規定」を考
案するよう勧告する。
（4）遺跡及び記念物の警備を担当する地方及び国の職員に対する，イラク文化財の識別，壊れやすい美術品等の取
扱い，歴史的建造物及び考古学遺跡への被害にかかる事前評価の実行に関する研修が急務であることを考慮し，
ユネスコに対し，上記の課題に関して，遺跡及び記念物の警備を担当する職員に対する研修計画を創設するよ
う勧告する。
（5）イラクの文化的独自性の再建における無菰文化財の計り知れない貢献を想起し，特に，ユネスコの第２次イラ
クへの専門家派遣調査で評価した，伝統音楽研究所，美術工芸研究所及びバグダッド音楽資料保存センターに
与えられた被害を避難し，ユネスコに対し，イラク専門家からの具体的要請に応じ，イラクの無菰文化遺産保
護にかかる国及び地方の能力を維持し再建するための方策を考慮するよう勧告する。
　このような勧告を受けたユネスコは各国の協力を受けて支援を実施すべく活動をはじめようとしたが，テロリス
トによるバグダッドの国連拠点が爆破され，多くの犠牲者が出て，国連の職員が撤退せざるを得ない状態となった。
以後国内の治安は益々悪くなり，復興支援も遅々として進んでいない。我々に何ができるか，何をすべきか，今問
われている。
